































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































五段六段 三段四段 二一段段 〈熊
手
判
官
〉
の
構
成
と
『
平
家
物
語
』
と
の
対
応
関
係
ワ
キ
の
登
場
・
八
島
ま
で
の
道
行
（［次第］［名ノリ］［上ゲ歌］［着キゼリフご
シ
テ
・
ツ
レ
の
登
場
（［サシ］□セイ］［下ゲ歌］［上ゲ歌］［（着キ
ゼリフご）
一
夜
の
宿
を
乞
う
ワ
キ
と
ツ
レ
・
シ
テ
と
の
応
対
（［問答］［歌］［上ゲ歌ご
【⑥、③１４】八島の合戦（綴引き）の語り
（［□］［語り］［掛ケ合］［歌］）
※
ａ
八
島
軍
の
日
付
を
「
元
暦
元
年
三
月
十
八
日
」
と
す
るが、『平家物語』諸本と異なる。
※
ｂ
義
経
の
装
束
描
写
は
覚
一
本
な
ど
に
類
似
。
※
ｃ
「
綴
引
き
」
の
描
写
は
「
平
家
物
語
』
諸
本
と
の
差
異が大きい。
アイの語り（［問答］［語り］）
後シテ・立衆の登場（□セイ］）
※
ｄ
義
経
の
名
乗
り
は
舞
曲
「
八
島
」
に
類
似
含
平
家
物
語」とは大異）。
義経（シテ）・教経（ツレ）の応答［サシ］）
【③１１．２．３】嗣信・菊王丸の最期。（［□］［中
ノリ地］）
※
ｅ
展
開
は
「
平
家
物
語
』
諸
本
と
一
致
。
詞
章
は
そ
れ
ほど類似していない。
※
ｆ
「
教
経
是
を
見
て
頓
て
舟
よ
り
と
ん
で
お
り
」
は
、
高野山本などに類似表現あり。
［⑦１１．２】義経の弓流し（［ノリ地］［ノリ地］）
※
ｇ
展
開
は
覚
一
本
な
ど
に
類
似
。
た
だ
し
教
経
が
熊
手
を
か
け
る
内
容
は
、
『
平
家
物
語
」
諸
本
は
な
し
。
Ｓ
］
は
「
平
家
物
語
』
の
対
応
箇
所
を
示
す
）
Hosei University Repository
１２ 
弓流しの四つであるが、〈熊手判官〉はそれを⑥（前場）↓③（後場）↓⑦（後場）の順に配し構成している。『平家物語』
と
は
展
開
順
序
が
異
な
り
、
④
だ
け
は
含
ま
れ
て
い
な
い
が
、
こ
の
合
戦
護
の
主
要
素
の
殆
ど
を
備
え
て
お
り
、
ま
さ
に
「
八
島
の
合
戦
（注５）
の立体化」と呼ぶにふさわしい内容である。さらに、このように〈熊手判官〉の構成と特色を捉違えると、〈碇潜〉と酷似
することがわかる。前節で見たように、〈碇潜〉は平氏一門の最期に焦点を当てた「『平家物語」の立体化」の構想を
元に作能されていたが、これに対して〈熊手判官〉は源氏の活躍を中心に「『平家物語」の立体化」を図った曲だとい
える。両曲とも「平家物語」の中でも著名な戦を立体化し、視覚的に描出することを意図して作能されているだけで
はなく、〈碇潜〉が平氏視点であるのに対して、〈熊手判官〉が源氏視点であるといった対照的な素材処理となっている。
それに加えて、〈碇潜〉では知盛が長刀を持つのに対して、〈熊手判官〉では教経が熊手を持つように、長柄の武具を効
果
的
に
用
い
て
い
る
点
に
も
類
似
性
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
な
ど
、
共
通
項
を
多
く
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
これらの類似性を考慮すると、両曲にはかなり緊密な影響関係があったと考えるのが自然なはずである。〈碇潜〉の
特
殊
性
、
も
し
く
は
長
刀
を
持
つ
知
盛
像
の
考
え
る
と
き
、
こ
の
〈
熊
手
判
官
〉
と
の
近
似
性
を
踏
ま
え
た
考
察
が
不
可
欠
だ
ろ
う
。
表氏稿は本曲が〈先帝〉の影響下に作られたとした上で「観世で〈船弁慶〉が作られて人気を得たのに対抗する形で、
金春禅鳳あたりが同じように知盛をシテとする別な曲を作り出そうとしたのではなかろうか」と禅鳳が作ったと推測
している。さらに後年、〈船弁慶〉との先後関係に関してその逆も示唆しているが、禅鳳作を有力視する点には変更が
に
つ
い
て
考
え
て
お
き
た
い
。
〈碇潜〉と〈熊手判官〉との関係を考えるとき、その先後関係が重要となるので、ここで〈碇潜〉の成立時期・成立背景
五
〈
碇
潜
〉
の
成
立
時
期
と
多
武
峰
具
足
能
と
の
関
係
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一
灌
頂
巻
を
典
拠
と
す
る
曲
で
至顧試
今
は
か
ふ
よ
と
み
え
し
るぐ
海
中
に
と
ん
で
い
る
、
めをｊ
 
ゑ
な
が
ず
、
弓
と
ゆ
み
慶弁船
そ
ぱ
た
か
く
は
さ
ん
で
く簡表氏稿が既に指摘してい
碇弍部のみが大きく異なって
雌釈している。確かに傍線
の柵禅竹の睾曰曲伝書『五音十
鮪はこの点について、『五幸
肱本（康正二年（一四五六年
長
時
代
と
考
え
ざ
る
を
え
な
く
1３ 
なく、現在の通説となっている（「作品研究〈碇潜〉」（「観世」二○○五年十月））。〈碇潜〉を室町後期作とし、さらに禅鳳
作
と
推
定
す
る
の
は
、
禅
鳳
本
の
存
在
が
大
き
い
た
め
と
思
わ
れ
る
が
、
禅
鳳
が
謡
本
を
書
写
し
た
か
ら
と
い
っ
て
、
〈
碇
潜
〉
を
彼
が
作
っ
た
と
断
定
で
き
ず
、
あ
く
ま
で
も
成
立
の
下
限
を
示
し
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
。
こ
れ
だ
け
を
根
拠
に
〈
碇
潜
〉
の
成
立
時
代
を
特
定
で
き
な
い
の
で
、
別
な
視
点
か
ら
考
え
て
み
る
必
要
が
あ
る
。
そ
こ
で
注
目
し
た
い
の
が
〈
大
原
御
幸
〉
と
の
類
似
点
で
あ
る
。
〈
大
原
御
幸
〉
は
源
平
合
戦
後
、
大
原
寂
光
院
に
隠
棲
し
て
い
た
建
礼
門
院
の
許
に
後
鳥
羽
法
皇
が
訪
ね
て
く
る
と
い
う
『
平
家
物
語
』
灌
頂
巻
を
典
拠
と
す
る
曲
で
あ
る
が
、
六
道
に
な
ぞ
り
昔
語
り
を
す
る
中
で
（
［
語
り
］
）
、
壇
ノ
浦
合
戦
が
次
の
よ
う
に
描
写
さ
れ
て
い
る
。
今
は
か
ふ
よ
と
み
え
し
に
、
の
と
の
か
み
の
り
つ
れ
は
、
あ
き
の
太
郎
次
郎
兄
弟
を
左
右
の
脇
に
は
さ
み
、
最
後
の
と
も
せ
よ
と
て
海
中
に
と
ん
で
い
る
、
し
ん
中
納
言
友
盛
は
、
沖
な
る
舟
の
い
か
り
を
引
あ
げ
、
か
ぶ
と
、
や
ら
ん
に
い
た
ず
き
、
め
の
と
ど
の
い
ゑ
な
が
ず
、
弓
と
ゆ
み
と
を
と
り
か
は
し
、
そ
の
ま
、
海
に
い
り
に
け
り
、
其
時
二
位
殿
に
ぶ
色
の
二
つ
き
ぬ
に
、
ね
り
ば
か
ま
の
そぱたかくはさんで…（松井文庫蔵淵田虎頼節付一番綴本に適宜濁点・読点を補う）
表氏稿が既に指摘しているように、〈大原御幸〉の詞章は『平家物語」覚一本系諸本との類似性が顕著であるが、傍線
部のみが大きく異なっており、〈碇潜〉の知盛像を踏まえている。表氏稿はこの現象を〈碇潜〉の影響を受けていると解
釈
し
て
い
る
。
確
か
に
傍
線
部
の
み
が
覚
一
本
の
内
容
か
ら
逸
脱
し
て
い
る
の
で
あ
れ
ば
、
そ
う
解
釈
す
る
の
が
自
然
で
あ
る
が
、
金
春
禅竹の音曲伝書『五音十体」に〈大原御幸〉の曲名が見えることをどのように考えるかという点が問題になる。表氏稿
は
こ
の
点
に
つ
い
て
、
『
五
音
十
体
」
の
記
事
が
後
人
の
加
筆
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
が
、
後
に
禅
竹
自
筆
の
『
歌
舞
髄
脳
記
」
の
草
稿
本（康正二年（一四五六年）頃書写）が発見され、その中に〈大原御幸〉の曲名が見えるので、この曲の成立の下限が禅竹
時代と考えざるをえなくなった（国文学研究資料館影印叢書第二巻「金春禅竹自筆能楽伝書』汲古書院一九九七年）。〈碇
潜〉と〈大原御幸〉との関係は、〈大原御幸〉［語り］の傍線部の詞章を〈碇潜〉以外の影響とみるか、〈碇潜〉を禅竹時代
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1４ 
以
前
に
成
立
し
て
い
た
と
み
る
か
、
そ
の
ど
ち
ら
か
に
修
正
し
て
考
え
直
す
必
要
が
あ
る
。
稿者は後者の可能性が高いと考えたい。表氏が指摘しているように、〈大原御幸〉の全般が覚一本に拠っているにも
かかわらず、一部のみ異説を挟むのであれば、それは先行する能の影響と考えるのが最も自然なはずである。〈大原
御幸〉が先に成立し、前掲詞章傍線部を立体化したのが〈碇潜〉であったとも考えられるが、〈大原御幸〉にわざわざ傍
線
部
の
よ
う
な
場
面
を
造
形
す
る
必
然
性
が
な
い
以
上
、
そ
の
よ
う
な
推
測
は
成
り
立
た
ず
、
何
か
の
影
響
を
受
け
て
い
る
と
考
え
て
し
か
る
べ
き
で
あ
る
。
第
二
節
で
述
べ
た
よ
う
に
『
平
家
物
語
』
如
白
本
は
む
し
ろ
能
の
影
響
を
受
け
て
い
る
可
能
性
の
方
が
高
い
こ
と
や
、
ほ
か
に
碇
を
背
負
い
入
水
す
る
知
盛
に
関
す
る
伝
承
が
な
い
の
で
あ
れ
ば
、
や
は
り
能
の
中
で
作
り
出
さ
れ
た
「
見
せ
場
」
で
あ
っ
た
と
考
え
る
の
が
妥
当
な
は
ず
で
あ
る
。
以上のような立場で〈碇潜〉と〈大原御幸〉の関係を捉えるなら、〈碇潜〉は康正二年以前に成立していた比較的古い曲
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
が
、
そ
の
推
測
の
障
害
と
な
る
の
が
こ
の
曲
の
作
風
で
あ
る
。
「
「
平
家
物
語
」
の
立
体
化
」
を
目
指
し
た
く
碇
潜
〉
は
視
覚
的
に
派
手
な
能
で
あ
る
が
、
そ
の
作
風
は
室
町
後
期
成
立
の
能
の
特
徴
で
あ
る
「
風
流
性
」
と
吻
合
す
る
た
め
、
こ
の
曲
（注６）
を室町後期成立と捉璋えることが容易に受けとめられてきた。その曲が禅竹時代にすでに成立したとすると、当然早す
ぎ
る
と
い
う
反
論
が
あ
る
は
ず
で
あ
る
。
稿
者
は
こ
の
よ
う
な
従
来
の
能
作
史
の
観
点
自
体
を
再
考
す
べ
き
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
が
、
本稿では「風流性」に富む〈碇潜〉が特殊な演能の影響下に作られた曲であるという観点から、この問題について考え
て
み
た
い
。
す
な
わ
ち
、
多
武
峰
様
具
足
能
か
ら
の
影
響
で
あ
る
。
大
和
猿
楽
の
四
座
に
出
勤
の
義
務
が
あ
っ
た
多
武
峰
八
講
猿
楽
は
特
殊
な
演
能
形
式
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
特
徴
の
一
つ
に
実
馬
実
甲
冑
（注７）
を用いた具足能が演じられていたことが挙げられる。この演能形式は多武峰に限らず、一足都・奈良でも行われており、
そ
の
場
合
「
多
武
峰
様
能
」
と
呼
ば
れ
て
い
た
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
実
際
、
多
武
峰
様
具
足
能
が
ど
の
よ
う
に
演
じ
ら
れ
て
い
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たかを知る資料は少ないが、実物の馬・甲冑を用いるため、演目は〈｜谷先陣（二度掛）〉・〈打入曽我（夜討曽我）〉・
〈鶴次郎〉といった合戦物（切合能）が主体であった。さらにいわゆる仮装のような意味合いがあるため、芸能の「風
（注８）
流
」
と
重
な
る
性
格
が
あ
っ
た
と
想
像
さ
れ
て
い
る
。
〈碇潜〉は修羅能の形をとるため切合能とは一線を画するが、平教盛
・
経盛の
入
水方法
を
知盛に
用い
るなど、甲冑
（
特
に
甲
）
を
効
果
的
に
用
い
る
内
容
と
な
っ
て
い
る
し
、
「
平
家
物
語
の
立
体
化
」
と
い
う
点
で
、
い
わ
ゆ
る
普
通
の
曲
の
枠
を
大
き
く
一
は
み
出
し
た
ス
ケ
ー
ル
と
な
っ
て
お
り
、
多
武
峰
様
と
い
う
演
出
に
相
通
ず
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。
も
し
〈
碇
潜
〉
が
多
武
峰
様
具
足
能
の
影
診函纈響下に作られていたとしたら、この曲の特殊性にも納得できるのではないだろうか。もっとも、この推測だけでは
肌〈碇潜〉と具足能の外見的特徴を重ねたにすぎないが、この曲が多武峰様と密接な関係があると考えるのには傍証があ
蹴る。それが前節に検討したく熊手判官〉との類似性である。
僻〈碇潜〉と〈熊手判官〉には構成・展開、さらに素材処理の方法に影響関係が認められるが、その類曲〈熊手判官〉は寛
ぐ簡正六年（一四六五）南都一乗院での四座立合能において、金剛によって多武峰様で演じられた曲であった（記録には「ク
碇弍マンキリ」とある）。〈八嶋〉の後場だけを改作して作能している点を勘案すると、多武峰様具足能用に作られた曲で
一ユ成あったと考えられ、寛正六年の演能に際して改作された可能性が古向い（注７表章氏稿参照）。すなわち、〈熊手判官〉は
の鵬多武峰様具足能という特殊な演能の場を意識して作られた曲であったのであり、その空間に「八嶋の〈口戦の立体化」
櫛という構想が適合していたといえるだろう。
肱「八嶋の合戦の立体化」が多武峰様に適したものであったのなら、「壇ノ浦合戦の立体化」もその演能形態に何らか
長
の
関
係
が
あ
っ
た
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
だ
ろ
う
か
。
両
曲
は
い
わ
ゆ
る
複
式
夢
幻
能
の
後
場
お
い
て
、
壮
大
な
戦
語
り
を
立
体
化
５
 
１
 
す
る
と
い
う
構
想
が
一
致
し
て
お
り
、
通
常
の
演
能
の
枠
に
は
収
ま
り
き
れ
な
い
ほ
ど
の
ス
ケ
ー
ル
を
具
備
し
て
い
る
。
そ
の
性
質
が
多
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1６ 
武
峰
様
具
足
能
に
起
因
し
た
も
の
で
あ
る
の
な
ら
、
比
較
的
古
い
時
代
に
成
立
し
て
い
た
と
考
え
て
も
不
自
然
な
こ
と
は
な
い
は
ず
で
あ
る。しかも構成上に一致する点が多い〈熊手判官〉が多武峰様で演じた曲であることを考慮するのであれば、〈碇潜〉も
そ
の
演
能
形
式
と
何
ら
か
の
関
係
が
あ
っ
た
蓋
然
性
が
高
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
〈熊手判官〉は前場の［語り］の末尾で継信の最期を描きながら、後場でもそれを立体的に演じるという、改作の跡
ともいえる重複感がある。そのように構成上に多少の無理があったとしても「八嶋の合戦の立体化」を目指したのは、
倣うべき先行曲があったはずである。〈碇潜〉は〈大原御幸〉との関係を考えても、〈熊手判官〉よりも先に成立していた
可能性が高く、前場と後場の重複感もない。禅竹時代に多武峰様具足能に相通ずるく碇潜〉がすでに作られ、それに倣
う（もしくは対抗する）かたちで〈熊手判官〉が成立したという関係であったのではないだろうか。そのように考えるこ
とで、〈八嶋〉をわざわざ改作し、〈熊手判官〉のような能が作られた意義が比較的明確に把握できると思われる。
以上、〈大原御幸〉や〈熊手判官〉との関係から、〈碇潜〉が多武峰様具足能の影響を受け禅竹時代ごろまでに作られた
曲
で
あ
る
こ
と
を
推
測
し
た
。
こ
こ
ま
で
「
多
武
峰
様
の
影
響
」
と
暖
昧
な
表
現
を
用
い
て
き
た
が
、
問
題
は
そ
の
影
響
を
ど
こ
ま
で
直
接的なものとして考えることができるかという点である。すなわち、〈碇潜〉もまた多武峰様具足能のために作られた
可能性はなかったかという点である。稿者はその可能性も十分あったと考えたいが、その徴証が他にもある。例えば、
禅鳳本の末尾に記載されている演出注記には「朝盛いしゃうのいてたちつなぬきおもはき候」（表記は原本通り）とあ
る
が
、
こ
の
こ
と
に
関
し
て
岩
崎
雅
彦
氏
は
「
綱
貫
は
鎧
着
用
の
際
に
は
く
毛
皮
製
の
浅
沓
で
、
現
在
は
も
ち
ろ
ん
、
江
戸
期
の
能
で
も
使
わ
れ
る
こ
と
の
な
い
小
道
具
で
あ
る
。
こ
の
時
代
で
も
他
に
は
ほ
と
ん
ど
用
い
る
こ
と
の
な
い
特
殊
な
も
の
で
あ
っ
た
ろ
う
。
」
と
述
べ、「写実性重視の演出」によるものだと考えている（注８稿）。〈碇潜〉が多武峰様具足能のために作られた曲であっ
た
の
な
ら
、
他
曲
に
は
見
ら
れ
な
い
写
実
性
が
あ
っ
て
も
不
思
議
な
こ
と
で
は
な
い
だ
ろ
う
。
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１７長刀を持つ知盛の成立一く碇潜><船弁慶>をめぐる試論一
さ
ら
に
『
舞
芸
六
輪
」
で
「
ふ
た
い
に
て
か
ふ
と
き
る
な
り
」
と
あ
る
の
も
そ
の
例
だ
と
い
え
る
。
『
舞
芸
六
輪
」
で
「
か
ふ
と
」
と
い
う
記
述
が
あ
る
の
は
、
ほ
か
に
〈
小
林
〉
だ
け
で
あ
る
が
、
こ
の
曲
も
多
武
峰
様
で
演
じ
ら
れ
た
可
能
性
が
高
い
こ
と
を
論
じ
た
こ
と
が
あ
る
（
伊
海
稿
「
能
に
お
け
る
長
刀
の
「
風
流
性
」
ｌ
長
刀
と
多
武
峰
様
具
足
能
と
の
関
係
を
基
点
に
ｌ
」
（
『
能
楽
研
究
』
三
一
号
、
一
一
○
○
七
年
七
月
）
。
他
の
修
羅
能
や
切
合
能
に
は
「
か
ふ
と
」
と
い
う
記
述
が
な
い
の
で
、
何
か
特
別
な
事
情
が
あ
っ
た
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
岩
崎
氏
が
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
こ
れ
が
書
か
れ
た
と
き
は
現
在
使
わ
れ
て
い
な
い
作
り
物
が
使
わ
れ
て
い
た
可
能
性
も
あ
る
が
（
注
８
稿
）
、
な
ぜ
そ
の
よ
う
な
作
り
物
が
必
要
で
あ
っ
た
か
と
い
う
点
が
重
要
で
あ
ろ
う
。
こ
の
二
曲
に
「
か
ふ
と
」
を
使
う
演
出
が
残
っ
て
い
た
の
は
、
多
武
峰
様
具
足
能
と
し
て
演
じ
ら
れ
て
い
た
名
残
で
あ
っ
た
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
以
上
の
よ
う
に
、
〈
碇
潜
〉
は
多
武
峰
様
具
足
能
と
し
て
演
じ
ら
れ
た
と
考
え
た
く
な
る
材
料
が
少
な
く
な
い
の
で
あ
る
が
、
そ
う
断
言
す
る
に
は
も
っ
と
明
確
な
論
拠
、
つ
ま
り
こ
の
演
出
で
行
わ
れ
た
と
す
る
演
能
記
録
や
演
出
資
料
が
必
要
で
あ
ろ
う
。
本
稿
で
の
調
査
で
は
こ
う
し
た
記
録
類
を
見
つ
け
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
の
で
、
多
武
峰
様
具
足
能
の
た
め
に
作
ら
れ
た
曲
で
あ
る
と
明
言
す
る
こ
と
は
祷
踏
せ
ざ
る
を
え
な
い
。
た
だ
し
、
多
武
峰
猿
楽
と
い
う
大
和
四
座
に
と
っ
て
大
切
な
行
事
が
、
そ
の
他
の
演
能
に
何
ら
か
の
影
響
を
与
えたことは十分に考えられることであり、その一例が〈碇潜〉の成立であったという仮説を示しておきたい。
〈碇潜〉が禅竹時代かそれ以前に成立していたとすると、信光作の〈船弁慶〉はその影響下に作られた曲となるが、実
は
そ
う
考
え
る
こ
と
で
長
刀
を
持
つ
知
盛
像
の
成
立
も
自
然
に
解
釈
で
き
る
と
思
わ
れ
る
。
〈船弁慶〉の類話は『義経記』や舞曲「西国落」などにあるが、これらでは義経一行を襲う霊を「平家の怨霊」とし
ており、知盛と特定しているわけではない。〈船弁慶〉が知盛の霊とする典拠はなく、なぜその武将とし、なぜ長刀を
六〈碇潜〉から〈船弁慶〉へｌ長刀芸の確立Ｉ
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持つことになったのか明確な説明をすることはできない。それに対して〈碇潜〉は「壇ノ浦合戦の立体化」を意図され
た
曲
と
考
え
れ
ば
、
知
盛
の
造
型
か
ら
そ
の
意
義
を
看
取
で
き
、
そ
の
作
能
意
図
か
ら
「
長
刀
を
も
つ
知
盛
」
の
姿
が
生
ま
れ
た
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
う
し
て
造
型
さ
れ
た
知
盛
像
を
〈
船
弁
慶
〉
が
利
用
し
た
と
考
え
れ
ば
、
こ
の
曲
の
怨
霊
が
な
ぜ
知
盛
で
な
ぜ
長
刀
をもつのかが明瞭になるのではないだろうか。さらに〈船弁慶〉のシテは、怨霊（鬼）でありながら鍬形に黒頭という甲
に
似
せ
た
小
道
具
を
身
に
つ
け
る
。
そ
の
甲
か
ら
角
を
は
や
し
た
鬼
の
姿
を
想
起
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
が
（
堂
本
正
樹
氏
「
花
と
龍
を
被
る
」
「
季
刊
自
然
と
文
化
』
一
九
八
五
年
）
、
武
将
だ
か
ら
と
い
っ
て
甲
の
作
り
物
を
用
い
て
「
鬼
」
を
表
現
す
る
必
要
は
な
い
は
ず
で
あ
る。それなのにこれを使用するのは、この曲が〈碇潜〉の影響下にあることを示しているように思われるのである。
〈船弁慶〉は、知盛の造型において〈碇潜〉の多大な影響を受けていたと想像される。一種の修羅として造型された知
盛の霊は、怨霊としての性格を帯びながら、〈船弁慶〉の中でさらに「鬼」として描かれるに至った。そして〈船弁
慶〉が発展させたのは、その怨霊像だけではない。知盛が持つ長刀の重要性も発展していったと考えられる。
〈船弁慶〉で知盛の怨霊（シテ）が義経一行を攻める終曲部は次のようになっている。
書
店
、
一
九
六
三
年
）
波
線
部
の
よ
う
に
、
長
刀
［ノリ地］…シテタ波庁
眼
も
く
ら
み
、
心
も
乱
れ
、
［
ノ
リ
地
］
子
方
そ
の
時
義
経
、
す
こ
し
も
騒
が
ず
、
地
そ
の
時
義
経
、
す
こ
し
騒
が
ず
、
打
ち
物
抜
き
持
ち
、
現
の
人
に
、
向
か
ふ
が
ご
と
く
、
言
葉
を
交
は
し
、
戦
ひ
給
へ
ば
、
辨
慶
押
し
隔
て
、
打
ち
物
業
に
て
…
（
日
本
古
典
文
学
大
系
「
謡
曲
集
下
」
岩
波
〔舞働〕
長
刀
を
持
ち
簡
単
な
所
作
を
見
せ
る
が
、
そ
の
後
詞
章
の
中
で
長
刀
を
扱
う
こ
と
は
な
い
。
そ
し
て
二
重
傍
線
部
の
夕
波
に
浮
か
め
る
、
薙
刀
取
・
り
直
し
、
地
巴
波
の
紋
、
｡ 
あ
た
り
を
払
ひ
、
潮
を
蹴
立
て
、
悪
風
を
吹
き
掛
け
、
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１９長刀を持つ知盛の成立一く碇潜><船弁慶>をめぐる試論
な
っ
て
い
る
が
、
こ
』
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
よ
う
に
場
面
を
区
切
る
詞
章
が
あ
り
、
シ
テ
が
調
伏
さ
れ
る
場
面
へ
と
移
る
。
現
在
の
演
出
で
は
そ
の
前
に
〔
舞
働
〕
が
入
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
信
光
時
代
も
同
様
で
あ
っ
た
と
想
像
さ
れ
る
。
と
い
う
の
も
、
こ
の
部
分
の
構
成
が
信
光
の
切
合
能
と
酷
似
し
は面のえんに出て…（龍谷大学図書館蔵整版車屋本混綴三番綴本〈光季〉に適宜濁点や役名を補う）
シテ（光季）が傍線部のように登場するが、その活躍は描かず、波線部のようにすぐに子方（寿王）の奮戦に場面が移っ
て
し
ま
う
。
こ
れ
は
シ
テ
の
活
躍
を
詞
章
と
し
て
表
現
す
る
の
で
は
な
く
、
＊
の
箇
所
に
入
る
は
ず
の
働
事
に
集
約
す
る
手
法
を
と
っ
て
い
る
た
め
で
あ
る
。
そ
の
た
め
二
重
傍
線
部
の
よ
う
に
、
場
面
を
区
切
る
詞
章
を
置
き
、
働
事
を
入
れ
や
す
く
し
て
い
る
の
で
あ
る
（
伊
海稿「観世信光の切合能」（「法政大学大学院紀要」五一号、一一○○三年十月）。この構造は先に見たく船弁慶〉の終曲部と同
一だと言えるだろう。〈船弁慶〉もシテの攻めを働事の中に集約するように作能されているのである。
そ
れ
に
対
し
て
〈
碇
潜
〉
は
ど
こ
か
に
働
事
が
必
要
な
わ
け
で
も
な
く
、
そ
れ
な
し
で
も
演
じ
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
現
行
の
演
出
で
は
八
段
の
「
す
は
修
羅
の
合
戦
始
ま
る
ぞ
や
」
の
後
に
〔
舞
働
〕
か
〔
カ
ケ
リ
〕
が
入
る
が
、
こ
の
あ
と
は
「
波
の
上
に
浮
き
出
で
た
る
は何者ぞ」と修羅の描写となっているので、働事がなくても違和感はない。本来〈碇潜〉のシテは詞章に併せて長刀を
見
せ
る
だ
け
で
あ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
しかし、禅鳳の時代にはその〈碇潜〉でもシテの長刀捌きの表現に力点を置こうとする試みがあったと考えられる。
と
い
う
の
も
、
禅
鳳
本
の
末
尾
に
「
す
ハ
又
し
ゆ
ら
の
合
戦
は
し
ま
る
そ
や
と
申
時
甲
お
き
候
長
刀
を
も
ち
て
は
た
ら
き
候
」
演
出
注
シ
テ
、
伊
賀
の
判
官
是
に
あ
り
兼
て
期
し
た
る
事
な
れ
ば
急
三
浦
に
対
面
せ
ん
地
、
門
を
ひ
ば
風
る
聾
の
下
よ
り
も
熱
田
三
郎
同
き
四
郎
門
の
関
貫
引
放
し
く
は
ら
り
と
開
き
一
扉
に
つ
ゐ
て
る
＊
愛
に
佐
々
木
の
高
重
と
て
黒
革
お
ど
し
の
腹
巻
に
白
柄
の
長
刀
か
い
こ
ん
で
門
よ
り
地
、
門
を
ひ
ら
け
や
兵
者
と
門
よ
り
内
に
さ
し
入
け
れ
ば ； くよ雲
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記があるからである。禅鳳がわざわざ最後にこのように書き留めているのは、本来なかった働事をここに挿入すると
いう演出変更があったのではないだろうか。禅鳳は〈船弁慶〉を意識して〈碇潜〉を作能したのではなく、〈船弁慶〉の評
判を受けて、金春座にあった〈碇潜〉の演出変更を試みたと考えられるのである。この推測が許されるのであれば、当
時
長
刀
捌
き
を
見
せ
る
演
技
が
か
な
り
の
好
評
を
博
し
て
い
た
こ
と
の
傍
証
と
な
り
得
る
だ
ろ
う
。
能
に
お
け
る
長
刀
は
働
事
を
見
せ
る
た
め
で
は
な
く
、
出
立
を
際
立
た
せ
る
と
い
う
「
風
流
性
」
を
強
調
す
る
と
い
う
意
義
が
あ
る
と
推測されるが（「能における長刀の「風流性」」）、教経の姿を知盛の身体に重ねたく碇潜〉においても、長刀は同様の効果
があったと思われる。それに対して〈船弁慶〉は長刀芸を見せ場として作能されており、この小道具の意義が大きく異
なっている。〈船弁慶〉を意識して、禅鳳が〈碇潜〉に長刀芸を加えた（あるいは強調した）可能性がある点を踏まえると、
長
刀
が
信
光
・
禅
鳳
の
時
代
に
前
後
に
出
立
を
際
立
た
せ
る
小
道
具
か
ら
派
手
な
働
キ
を
見
せ
る
小
道
具
へ
と
展
開
し
て
い
っ
た
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
勿
論
、
こ
の
長
刀
芸
が
能
の
中
に
取
り
入
れ
ら
れ
た
の
は
、
信
光
・
禅
鳳
時
代
以
前
で
あ
っ
た
可
能
性
も
皆
無
で
は
な
い
。
し
か
し
、
彼
ら
の
時
代
に
長
刀
芸
が
大
き
な
見
所
と
し
て
開
花
し
た
の
は
確
実
で
、
こ
の
芸
の
確
立
を
考
え
る
上
で
一
つ
の
目
安
と
な
る
だ
ろ
う
。
以上、長刀を持つ知盛像の生成と展開から、〈碇潜〉の成立環境や〈船弁慶〉の創意について考えてきた。室町時代に
多
武
峰
様
具
足
能
の
よ
う
な
能
を
作
る
環
境
が
あ
っ
た
の
な
ら
、
そ
の
特
殊
演
出
が
作
能
に
影
響
を
与
え
た
例
も
あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
そうした影響下で〈碇潜〉が長刀を持つ知盛像を作り出し、〈船弁慶〉において長刀捌きをみせるための人体へと変遷し
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
前
述
の
よ
う
に
、
こ
の
推
測
に
対
し
て
、
〈
碇
潜
〉
の
よ
う
な
曲
が
禅
竹
時
代
に
成
立
し
得
た
か
と
い
う
反
ま
と
め
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が
同
然
あ
る
だ
ろ
う
が
、
従
来
描
か
れ
て
い
た
能
作
史
の
流
れ
も
も
う
一
度
再
検
討
し
て
み
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。
「応永一一一十四年演能番組』（八嶌幸子氏「『寺務方諸廻請』紙背文書抄（上）」（『北の丸』三十二号一九九九年十月）「「応永
汁四年演能記録」について」（『観世」二○○○年八月））の発見により、〈酒呑童子〉や〈猩々〉といった曲までもが応永期
に
成
立
し
て
い
た
と
い
う
驚
き
が
あ
っ
た
。
そ
の
時
、
こ
れ
ま
で
の
作
品
成
立
論
の
視
座
が
大
き
く
揺
ら
い
だ
が
、
以
来
能
作
史
の
再
考
を
迫
る
よ
う
な
研
究
は
僅
少
で
あ
っ
た
と
思
う
。
対
象
曲
の
作
風
な
ど
既
成
の
枠
組
み
に
捉
わ
れ
る
の
で
は
な
く
、
他
曲
と
の
関
係
性
な
ど
か
ら
各
曲
の
成
立
背
景
が
論
じ
ら
れ
て
も
よ
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
〈碇潜〉は〈大原御幸〉との関係から考えた場合、禅竹時代には成立していた可能性が高い。そう推測する障害が「作
風
」
だ
け
で
あ
る
の
な
ら
、
そ
の
再
検
討
か
ら
作
品
成
立
論
が
展
開
さ
れ
て
も
よ
い
は
ず
で
あ
る
。
た
だ
し
、
む
や
み
に
既
成
の
作
能
史
を否定するのではなく、何らかの根拠が必要である。本稿では多武峰様という演出との緊密性から、〈碇潜〉のもつ
「風流性」が禅竹時代にも存在し得たことを論じてみた。こうした室町後期の風流能とは少々趣の異なる「風流性」
の中から、長刀を持つ知盛が誕生したのではないだろうか。室町後期から現在まで人気曲であり続ける〈船弁慶〉の影
響
の
た
め
、
こ
の
知
盛
像
は
「
怨
霊
」
「
鬼
」
と
い
っ
た
姿
の
表
出
の
よ
う
に
捉
え
ら
れ
て
き
た
が
、
元
来
は
「
壇
ノ
浦
合
戦
の
立
体
化
」
と
い
う
趣
向
と
、
長
刀
自
体
が
内
包
す
る
「
風
流
性
」
が
交
叉
す
る
と
こ
ろ
に
生
ま
れ
た
造
型
で
あ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
（注）
１
今
回
用
い
た
主
な
「
平
家
物
語
」
テ
キ
ス
ト
は
以
下
の
通
り
。
『
平
家
物
語
」
（
佐
伯
真
一
氏
他
校
注
、
一
二
弥
井
書
店
、
一
九
九
三
年
、
一
一
○
○
○
年
）
、
「
延
慶
本
平
家
物
語
』
（
北
原
保
雄
氏
・
小
川
栄
一
編
、
勉
誠
社
、
’
九
九
○
～
一
九
九
六
年
）
、
「
長
門
本
平
家
物
語
」
（
麻
原
美
子
氏
他
編
、
勉
誠
社
、
一
一
○
○
四
年
）
、
『
平
家
物
語
函
屋
代
本
・
高
野
本
対
照
』
（
麻
原
美
子
氏
他
編
、
新
典
社
、
一
九
九
○
～
一
九
九
三
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２
八
坂
系
諸
本
の
分
類
に
関
し
て
は
、
山
下
宏
明
氏
「
平
家
物
語
研
究
序
説
」
（
明
治
書
院
一
九
七
二
年
）
、
同
氏
編
「
平
家
物
語
八
坂
系
諸
本
の研究」（三弥井書店一九九七年）。中世において「八坂流」の名称を用いることに対する批判的研究は、兵藤裕己氏「八
坂
流
の
発
生
ｌ
「
平
家
」
語
り
と
テ
ク
ス
ト
に
お
け
る
中
世
と
近
世
」
二
論
集
中
世
の
文
学
散
文
篇
」
明
治
書
院
一
九
九
四
年
）
。
３
「
た
ひ
の
あ
ま
」
が
意
味
不
明
だ
が
、
「
に
ひ
の
あ
ま
」
の
誤
写
だ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
い
ず
れ
に
し
ろ
文
意
が
混
乱
し
て
い
る
の
で
、
何
ら
か
の
誤
脱
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
本
来
安
徳
帝
と
書
く
べ
き
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
か
。
４
現
存
の
上
掛
り
謡
本
で
は
、
江
戸
初
期
の
も
の
は
前
ツ
レ
が
登
場
し
、
簡
略
で
あ
る
が
ワ
キ
の
乗
船
を
拒
否
す
る
場
面
が
存
在
す
る
。
そ
れ
に対して下掛り謡本では、車屋謡本の段階から前ツレが出ない形であったと考えられる。
５現在、小書「那須」が入ると間狂言が那須与一の扇の的の仕方話になる。仮にこれがく熊手判官〉にも入ったとすると、
ま
さ
に
八
島
合
戦
の
立
体
化
と
い
う
内
容
に
な
る
。
６
室
町
後
期
の
能
、
と
り
わ
け
観
世
信
光
・
長
俊
、
金
春
禅
鳳
の
作
品
が
「
風
流
性
」
を
備
え
て
い
る
こ
と
は
か
な
り
以
前
か
ら
言
わ
れ
て
い
た
こ
と
で
あ
る
が
、
従
来
ま
で
の
通
説
は
岩
波
講
座
「
能
・
狂
言
Ⅲ
能
の
作
者
と
作
品
」
（
横
道
萬
里
雄
氏
・
西
野
春
雄
氏
・
羽
田
昶
氏
岩
波
書
店
一
九
八
七
年
）
に
纏
め
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
禅
鳳
作
品
の
特
徴
に
つ
い
て
は
石
井
倫
子
氏
が
考
察
し
て
い
る
二
風
流
能
の
時
代
」
東
京
大
７多武峰八講猿楽及び多武峰様猿楽の特徴については表章氏が詳細に検討しており（「多武峰の猿楽」「能楽研究」（創刊号、
一九七四年）、後「大和猿楽参究」（岩波書店、二○○五年））、その成果に従うことが多い。
８
多
武
峰
様
具
足
能
の
風
流
的
性
質
は
つ
い
て
は
、
天
野
文
雄
氏
「
能
と
具
足
」
〈
川
口
久
雄
氏
編
「
古
典
の
変
容
と
新
生
」
一
九
八
四
年
）
や
岩
崎
雅
彦
氏
「
能
と
甲
冑
」
（
「
芸
能
文
化
史
』
二
号
、
一
九
九
一
年
）
な
ど
が
あ
る
。
年）、
年）学出版会、一九九八年）。
「
平
家
物
語
」
（
水
原
一
氏
校
注
、
新
潮
社
、
一
九
七
九
～
一
九
八
一
年
）
「
平
家
物
語
附
承
久
記
』
（
国
民
文
庫
刊
行
会
、
一
九
一
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２３長刀を持つ知盛の成立一く碇潜><船弁慶>をめぐる試論一
【付記】本稿は、二○○七年度法政大学国文学会（七月十四日、法政大学ボアソナードタワースカイホール）において
行
っ
た
口
頭
発
表
を
も
と
に
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。
会
場
で
ご
意
見
を
い
た
だ
い
た
先
生
方
に
、
深
謝
い
た
し
ま
す
。
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